
 
令和６年度 人事異動 

 

転出  細谷 泉美（社会）      八王子市立由木中学校へ 

   大越 堅也（社会）      東京都立南多摩中等教育学校へ 

   榎本 美深（美術）      大田区立蓮沼中学校へ 

   高山 敏郎（保健体育）    北区立堀船中学校へ 

   佐藤 凪紗（特別支援学級）  東京都立多摩桜の丘学園へ 

 

転入  平井 千夏（英語）      日野市立七生中学校から 

   小野田祐介（特別支援学級）  調布市立神代中学校から 

   宮下 大輝（社会）      練馬区立開進第三中学校から 

   勅使河原翔（社会）      町田市立鶴川第二中学校から 

   大原由香里（美術）      青梅市立第七中学校から 

   山岸 隆寛（保健体育）    北区立王子桜中学校から 

   石原 晶子（国語）      町田市立忠生中学校から（非常勤教員） 

 

退職  本間 捺子（英語）      神奈川県 葉山町立南郷中学校 

   福岡 由唯（保健体育）    東京学芸大学附属小金井中学校 

   細越 富彦（美術）      都講師 

   上野 賢一（特別支援学級）  本校特別支援学級支援員 

   庄司  恵（国語 育休代替） 清瀬市立清瀬第三中学校 

   三浦 大樹（特別支援学級 育休代替） 多摩市立永山中学校 

   城間 盛大（特別支援学級 育休代替） 西東京市立田無第二中学校 

   田嶋穂野香（特別支援教室専門員） 

    

復帰  豊嶋愛理菜（国語）     産育休から復帰 

 

新規採用  中島 稜人（数学） 

     荒木紅玲亜（保健体育） 

     関  浩一（特別支援学級） 

     古川 貴宏（特別支援学級 産育休代替） 

     𣘺本 里奈（特別支援教室専門員） 

（東京都教職員のみ） 

 

 

 

府中二中だより 
令和６年度スローガン 「笑顔満開の学校」 
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「自由」とは何？ ルールを守る中での価値観づくりを 

 

今日から全校生徒６２８名の学校生活がスタートしました。気持ちも新たに自

分の可能性を信じて頑張ってください。 

 

 今日は学校生活改善会議について説明します。 

 生徒の代表４名（生徒会長と各学年自治委員長）と関谷先生と校長で年間数回

の話し合いをします。意見箱の皆さんの意見や学校生活で改善したほうがよいと

思うことを取り上げ、どうしたらよいかを考える会です。もちろん、意見が出た

らすべてその通りになるとは限りません。あくまで、二中が良くなるか、過ごし

やすくなるかが大事なことです。 

 皆さんの中に「自由」という言葉を勘違いしている人がいます。例えば、自由

だからといって人権を無視していいわけではありません。何でもあり＝自由では

ありません。自由とは守るべきものをしっかり守れて、そのルールの中で柔軟に

対応し、自分の価値観を大事にしていく行為です。みんなが適度な緊張感をもっ

て、その中で楽しんだり安心して過ごしたりできることが本当の自由です。その

ような意見を挙げてください。先生たちもその意見に向き合い、みんなが充実し

た生活ができるように努力していきます。 

最後に１つ皆さんに「生き方」を示す大事な定義をしておきます。「ルールを

守れる人は心が強い人、ルールを守れない人は心が弱い人」です。守ることは自

分に厳しくなければできません。破ることは簡単なことです。でも人間は失敗す

ることもあります。その時は素直に申し出てください。いい加減な姿勢の人には

厳しく指導することもあります。みんなが安心・安全に過ごすためのルールです。

破る人が多くなればルールが厳しくなるのは当たり前のことです。中学生は大人

への入り口です。社会の鏡です。ぜひ二中が良くなるように一人一人、そのこと

を自覚して学校生活を送ってください。     （全校集会 ４月１０日） 

 
学校生活改善会議について  

今年度から、生徒会長と各学年自治委員長、生徒指導主任と校長で２ヶ月に１

回程度、生徒からの情報や学校生活で改善したいものを聞き取り、日常に生かし

ていく取組を行います。 

昨年度、施行された「こども基本法」の基本的な方針に「こどもや若者、子育

て当事者の視点を尊重し、その意見を聴き、対話しながら、ともに進めていく」

とあります。本校もこの方針に沿って、生徒と対話を通じて、学校運営（生徒の

きまり）を決めていきたいと考えています。 

 

学校だよりについて  

 学校だよりを通して、様々な校内の情報な

どをお知らせする予定です。内容に関しては、

校長から生徒へ何を伝えたかを掲載すること

で、より学校経営方針の具現化や生徒に身に

付けてほしい力を明確化できると考えていま

す。ご理解のほど、お願い致します。 

 


